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我々は新しい硫化物熱電材料の探索を目的とし

て, ウルマナイトNiSbSとその置換系の物性を実験

と理論の両面から研究している.[1] 今回は Niサイ

トをCoで置換したNi1-xCoxSbSの物性と電子状態に

ついて報告する. 

測定に用いた Ni1-xCoxSbS ( 0≦x≦0.5 )多結晶は

溶融法で作製し, 5 – 340 Kの温度領域で電気抵抗率

ρ, 熱電能 S, 熱伝導率 κ, およびホール係数 RHの温

度依存性を測定した.  

Figure 1に x = 0, 0.1 の Sの温度依存性を示す. 母

体の x = 0では温度の上昇に伴い, Sの符号は正から

負に反転する. Co置換系では|S|は減少し, 符号反転

する温度が高温側にずれる.  

Figure 2にRHの温度依存性を示す. いずれの試料

でも RH < 0 で電子伝導を示唆している. 低温側で

RHとSの符号は異なっている. RHは温度変化があま

り大きくなく , 縮退電子系であることがわかる . 

|RH|は Co置換により減少している. 

Figure 3に 第一原理計算より得た, T = 0 Kにお

ける Ni1-xCoxSbS ( x = 0, 0.25) の電子状態密度を示

す. x = 0 ではフェルミレベル EFが状態密度の立ち

上がりに位置しているのに対して, x = 0.25では状

態密度がより大きい位置にシフトしている. |S|の減

少はこのことに起因していると考えられる. Co 置

換により, EFは約 100 meV減少しており, Fig. 2の

|RH|の減少を説明することは一電子モデルでは難し

い. これは, NiSbSの電子系はマルチキャリア系として取り扱う必要があることを示している. 

[1] 宮田, 尾崎, 小矢野, 第 61回応用物理学会春季学術講演会 ( 19a-F11-12 ). 

Fig. 1 Temperature dependence of  

Seebeck coefficient S of Ni1-xCoxSbS 

Fig. 3 Density of states of Ni1-xCoxSbS 

Fig. 2 Temperature dependence of  

Hall coefficient RH of Ni1-xCoxSbS 
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